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人権啓発標語 「ありがとう　ごめんなさいに　大丈夫？　人とつながることばのバトン」
菊陽中部小学校　６年　笠野　瑞

みず

貴
き
（現在中学１年生）

「ママのおなかのなかに　赤ちゃんがいるよ。
パパが　おなかのうえから　赤ちゃんを触ってるの。
『私がきりんぐみになったら生まれるよ』ってママが
いってた。
私もおなかを触るの。　
女の子が生まれたら、アナのドレスをかってあげたい。
男の子が生まれたらクリストフかオラフのおもちゃを
かってあげたい！」

（先生から）
　お母さんのおなかに赤ちゃんがいることを知り喜んでい
た彩菜さん。家族のことを思い浮かべながら嬉しそうに描
いていました。
　家族みんなで赤ちゃんの誕生を心待ちにしている様子が
伝わってきました。

「ママのおなかのなかに赤ちゃんがいるよ」 みどり園　竹田　彩
さ

菜
な

（５歳）

友だちと三輪車でお出かけ（作者右） 「おなかのなかの赤ちゃんを触るパパ」

　人権擁護委員（町には法務大臣から委嘱された人権擁護委員が８人配置されています）は、法務局と連携して、
地域の皆さんからの人権相談を受け、問題解決のお手伝いをしたり、人権侵害の被害者救済を行ったりしていま
す。今年度は下記の予定で「無料人権相談」が２回行われます。相談は  無料で秘密は固く守られます。ご相談
ください。例年は６月にも実施していましたが、新型コロナウイルス感染症対策として実施を見送りました。

「特設無料人権相談」人権擁護委員による　　　　　　　　　　　 の案内

回 期　日 時　　間 場　　　　所
１ ９月１日㈫ 午前10時～午後３時 中央公民館（１階：団体事務室）

２ 12 月１日㈫ 午前10時～午後３時 西部町民センター（１階：地域センター）

　日本における公害の原点と言われる水俣病は64年前の1956年（昭和31年）５月１日に二人のあどけない姉妹
の発病を契機に公式に発生が確認されました。水俣病問題は深刻な健康被害をもたらしたばかりではなく、いわ
れのない偏見や差別をも生じさせました。菊陽町民の人権に関する意識調査（2019年度実施）でも、水俣病をめ
ぐる「差別的言動」が起きていると思う割合は36.8％で、年代別でみると20歳代以下では52.5％が起きている
と感じています。今年度は新型コロナウィルス対策のため延期になりましたが、例年この５月１日には「水俣病
慰霊式」が行われます。以前の慰霊式において、小学６年生は「メチル水銀に侵され破壊された美しい海。体の
自由を奪われ、いわれのない差別を受けた患者さんや家族。原因企業はもちろん私たちも水俣病を自分のことと
して捉え同じ過ちを起こさないことが今を生きる私たちの責任。」と祈りの言葉を述べていました。５月１日を
忘れないこと、そして、いまだに続く生活があることに思いを巡らし、小学生が語る私たちの責任を考え合いた
いと思います。

「５月１日」～公式確認から64年目、
　　　　　　 水俣病をめぐる人権について考える～

夢と笑顔、けんめいに歩み続ける南っ子の育成
　菊陽南小学校（児童数86人）は、「夢と笑顔、けんめ

いに歩み続ける南っ子の育成」を目標に、「子ども中

心」「日々の授業」を大切にしています。「子ども中心」

については、①あいさつと言葉使い、②分かるまで

学ぶ姿勢、③体力・忍耐力の育成に向けて、「日々の

授業」については、①授業改善、②個別指導の徹底、

③家庭学習の工夫について共通実践を進めています。

家庭・地域と連携し、小規模校の良さを生かして、子

どもたちの夢や笑顔が広がる学校を目指します。
子どもたちは鼻ぐり井手のガイドも務めています


